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ね。何人ぐらいでなさっていたんですか。

長谷川｜10人ぐらいかな。「案が漏れるから」と言って、

学校に行っちゃいけないと言われましてね（笑）。

古谷｜足止めされていた（笑）？

長谷川｜学校は、英会話とキリスト教概論を欠席すると

ダメですから、1ヵ月に1度はお腹が痛くなって、その

概論の授業に出席していました（笑）。内井さんに相談

したら「卒業した方がいいから、お腹が痛くなっていい

よ」って言われました（笑）。

古谷｜もちろんコンペチームには学生は1人だけ？

長谷川｜そうです。発表した時の雑誌に私の名前が出

ているんです。そうしたら私、伊東（豊雄）さんとかに、

年が1つか2つ上だと思われていたんですよ。

古谷｜よもや4年生だとは思わなかった。

長谷川｜それで、コンペが終わって夏休みに入ったら、

ヨットが最盛期になったというのに、今度は内井さんか

ら「設計を手伝って」と言われて、「浅川（テラスハウス）」

のアパートの設計にかかわっていたんですよ。それで

ヨットをやめたんです。

古谷｜ヨットをやめて建築をやろう、と思い始めていた

わけですね。

長谷川｜そう。もうちょっと勉強して、本気で建築をやろ

うと思った。それで、芸大の大学院に行くことに決めた

んです。それで試験の手続きをしていたら、菊竹事務

所から「4月から事務所に来てください」と言われて、

びっくりしたんです。その当時は、東大と早稲田のディ

プロマで1番をとった人しか採用しないと菊竹さんに

聞いていましたから、菊竹事務所に行くことはないと思

っていました。

古谷｜相当、気に入られたんですね、やはり。

長谷川｜伊東さんがうらやましくなるくらいに、菊竹さん

に大事にしてもらったかな（笑）。

古谷｜その当時、菊竹先生の事務所にいらした方とい

うと、内井先生、遠藤（勝勧）さんは別として。

長谷川｜武者（英二）さん、斉藤義さん、土井（鷹雄）さん

…、すごい人ばっかりでした。次の年に、伊東さんを始

め、一度に4、5人入ってきて、事務所の様子が一変

したんです。

古谷｜じゃあ、それこそ草創期の、いってみればベテラ

ン揃いだった。

長谷川｜そのまま国際会議場をやったメンバーの中に

入れてもらったんです。

古谷｜正式に就職されてからは何を担当されたん

ですか。

長谷川｜「都城（市民会館）」のスケッチを描いたんです。

あんまり学校で勉強していなかったので、ああいうとん

でもない絵を描けたんですね。菊竹先生には気に入ら

れたんだけど、みんなには笑われた。

古谷｜スケッチだけ描いて、その後、詳細な実施設計

は遠藤さんたちがやられた。

長谷川｜遠藤さんが直した。私は内井さんの元で形を

…。それ以後は、「こんなものを夜中に描いた」と言っ

て、菊竹さんにノンスケールの小さなプランとかエレベ

ーションを渡されて「君、これを明日までに1 ／100に

伸ばしておいて」と…。遠藤さんは怒るんですよ。「設

計の終わり頃なのに、長谷川に何でこんなスケッチを

渡すんだ！」って大騒ぎになる場面がよくありました。一

番すごかったのは、たぶん「萩」だったと思う。

古谷｜市民館の方ですね。

長谷川｜そうそう、模型も見積りも出来ていたのに、菊

竹さんはやり直したくて、私に小さいスケッチを渡した

んです。大きな鉄骨のシェルターの架かった建築を清

書して「菊竹さんからこれを渡しておくように言われま

した」と、遠藤さんにお渡ししたんです。

古谷｜では萩市民館は全然違った形のものが進行し

ていたんですね。もっと有機的なもの？

長谷川｜もっと形態が複合したものでした。玄関に立派

な模型も飾ってありましたし…。

古谷｜突然に変わるわけですね。

長谷川｜菊竹さんは、そういうところはすごいですよ。

見積りまで出ているのに、やり直そうと思ったら…。

古谷｜精神力で突き動かす。

長谷川｜そう。「今、自分は変わっていきたい。あれをつ

くるわけにはいかないんだ」とばかりに…。

古谷｜本当は後に伺うべきかもしれませんが、今、伺っ

てしまいます。長谷川さんが菊竹先生から教わった一

番大きなものは何だとお考えですか。

長谷川｜何かな。つくりたいものを本気でやること（笑）。

古谷｜“本気さ”ですね。

長谷川｜私はそれまで建築をやることにあんまり本気じ

ゃなかった。趣味がいっぱいで、八方美人のダメな人

だったから…。

古谷｜でも、意外にも、菊竹先生もいろんなことにもの

すごく興味のある先生ですよね。一途に…というより

は、やっぱり絶えず新しいものとか面白い考え方に好

奇心を示されて、そういうことではものすごい。

長谷川｜だから次の日に変えたくなっちゃうんですよね、

菊竹先生と家具づくり、照明、テキスタイルといろいろ

一緒にやらせてもらいました。

篠原一男先生と、多木浩二さん
─
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菊竹清訓さんに会って
建築を本気で始めました
─

古谷｜まず最初に、どんな子ども時代を過ごされて、一

体どうして建築家になろうと思ったのか、というお話か

らお聞きしたいのですが…。

長谷川｜私は、その時々でなりたいものが次々変わるの

で、両親も驚いていました（笑）。最初になりたかったも

のは数学者。母の弟が数学をやっていたんですが、

すごく憧れて数学者になりたいと、1駅隣のまちまで数

学の話を聞きに通いました。中学では植物に詳しい先

生に出会って、今度は植物採集に、南アルプスとか伊

豆とか、県内をくまなく先生に付いて歩いて「植物学

者になりたい」。素敵な人に出会うといつも…。

古谷｜影響されやすい。

長谷川｜そう、すぐ行動してしまう。考えれば楽しく、い

ろんなことをやりました。母が日本画で植物の絵を描い

ていましたので「植物採集したものを描いたら楽しい

よ」と勧められましたが、母のようにうまくいかないので

油絵で始めた。それで、高校に入ると「芸大にいって

油絵を描く」と言い出したんです。母は教えるというの

に…。高3の時に、友達が「うちの父は早稲田の建築

科を出て、1人で住宅を設計している。母が手伝って

いるけど、非常に楽しそうだよ。建築科にいったらど

う？」って言われたんですよ。建築は、それがきっかけで

すね。父も叔父も「京大しかいっちゃいけない」と言う

し、学校は女子校ですから「日本女子大の家政科に

いくように」と言われて。それで、12月頃から急に学校

に行かなくなっちゃったんです。それまで欠席したこと

もないのに…。

古谷｜不登校ですね。

長谷川｜そうです。私ね、虚弱体質だったものですか

ら、子どもの頃から健康のために、太陽によく当たるよ

うに軟式テニスとヨットをやっていました。そんな時期

に東京の大学にいっていた姉の友達が関東学院大

学に女子のヨット部をつくるという話を教えてくれて、建

築科もあると聞いて、急にそこに行くことになったんで

す。でもね、大学に入って3年間ぐらいはあんまり学校

にも行かないで、ヨットに明け暮れていました。神奈川

県の国体の選手になって、自分で帆をつくったりして、

私は、いつも横浜のヨットハーバーにいました。建築の

模型もそこでつくって、それを横浜駅で誰かに渡して

提出してもらうとか、代返をしてもらうとか…。学校は

男性ばっかりで、みんな良い人たちだったから、どうい

うふうにやったのか、卒業できました。でも大学の3年

の時に菊竹（清訓）さんに会って、私はその時に大変貌

しました。それまでは建築に本気になっていなかった。

絵を描いて、個展を開いていたくらいですから。

古谷｜絵を描かれていたことは、何かで拝見しました。

長谷川｜それがちょうど大学の4年になる春に、「京都

国際会議場」のコンペがありまして、それに菊竹さん

が誘ってくれたんですよ。びっくり…。

古谷｜ちょっと待ってください。順序を正しますと、大学

の3年の時にお会いになったというのは、学校に授業

を教えに来ていらっしゃったのではなく…ですか？ 

長谷川｜いえいえ、違うんですよ。黒川（紀章）さんとか

がやっていたと聞いていますけど、「建築学生会議」

が、早稲田で展覧会をした。私はたまたま模型が上手

だったものですから、2年生の時に提出した住宅の模

型を、関東学院大学の先生が展覧会に出したんで

す。菊竹さんがそれを見て「この人を国際会議場の

模型づくりに呼ぼう」という話になったらしいんです、

内井（昭蔵）さんに聞くと。

古谷｜そうだったんですか。

長谷川｜とても楽しくて面白かったんです。

古谷｜あの有名な京都国際会議場のコンペですよ

菊
竹
清
訓
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
一
番
大
き
な
も
の
は

何
だ
と
お
考
え
で
す
か
？

│
古
谷

特集2｜［対談］時代を導く人─4

Itsuko Hasegawa│建築家│ゲスト  ×  Nobuaki Furuya│建築家│聞き手

続いてきたものから
新しい考えをつくる。
長谷川逸子　古谷誠章

special feature 1
special feature 2

special feature 3
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上─焼津の住宅1／
下─焼津の文房具屋［写真：大橋富夫］

1─『住宅論』篠原一男著［鹿島研究所出版
会／1970］

ね。篠原先生のあの変わりようは、何かきっかけがあっ

たんでしょうか。何かを思われて、ああいうふうに変わ

った瞬間があるんですか？

長谷川｜万博かな。伝統から飛躍するために、“コンク

リートの箱”が一番明解な回答だったんでしょうね。私

はそうは考えませんが…。

古谷｜でも、その頃、菊竹さんとか黒川さんとか、みん

なメタボリスティックな動きをされて、それが工業化とう

まく符合していた面もあるし、万博以降もそういう流れ

がつながっていくわけですよね。

長谷川｜単に踊り狂っている万博的な建築家たちに対

して、建築は違うものだという提案をするためには、有

機的なものや伝統的なものをつくるより、明快で的確な

ものをつくることで不確実なものを求める方向をとって

いたんじゃないかな。

古谷｜やっぱりコンクリートは鉄やガラスに比べて、もう

ちょっと泥くさいというか、浮つかないというか、そうい

う材料だったんですかね。

長谷川｜扱いやすかったとも言えます。だから鉄やガラ

スなどの軽 し々い万博的建築や、その政治的状況に

対抗できるものとして選んだんでしょうね。

古谷｜結局、11年も篠原先生のところにいたわけです

よね。先ほどの菊竹さんと同じ質問ですけど、篠原先

生から教わった一番大きなものは何ですか。

長谷川｜建築は思考するものだということです。篠原

先生は、ある意味で立派な建築家でした。しかし、不

足していたものは、生活のイメージが足りないことでし

ょうね。建築家として作品をつくる中で「敷地なんか見

なくていい」とか、「クライアントの条件なんか聞かなく

ていい」と平気で言う。それらを全部、無視したところ

でつくり上げる作品性みたいなものが重要だった。1

枚の写真のためにつくる。それを見ていて、私はこうい

うふうには建築をつくりたくない、生活の場としてつくり

たいと思った。さっきの“民家はきのこ”は、その逆なん

ですね。地域特有の条件を満たすようにしてつくりな

がら、現代人の快適さを求める。そこに新しい考えを

立ち上げようということなんです。

古谷｜では、あまり教わったものはないと…。

長谷川｜というよりも、反面教師にしていました。作品づ

くりを続けていくと、すごく立派なハイバックチェアが物

干しになっていて、横でこたつに入っている。そういう

ような現実を見ていました。正直、私はずっと先生の

秘書みたいなもので、設計料を取りに行く役目もある

し、原稿の清書もするし、先生が病気になってできな

い時は元気になるまで代わりに図面を描きますし、先

生の気分が乗らない時は私が代わりに打ち合わせに

行ったりもする。何とかして先生の案を通そうとクライア

ントを説得する役目もある。現場にも行く。何ていうん

だろう、ああいう仕事って。

古谷｜マネージャーですか（笑）？

長谷川｜そうね、マネージャーかディレクターをやってい

ました。それを仕事と思ってやっていましたね。やって

いて楽しくないことはないんです、先生が次に進めるこ

とをいつも見ていましたから。どれくらいたった頃か、

私の親戚の若い男の子から「家を建てたい」という話

があって、「焼津の住宅1」［1972］をつくる時に先生に

言ったら、「君は年をとっているから、休みだけ使って

できるならやっていいよ」と言われたんです。それで、

木造の図面を描いて、現場を夏休みの7、8月でやっ

て、土・日を使って、少しずつ住宅をやり出したんです。

土・日以外の日は学校に行かないといけないので…。

古谷｜確かに、篠原先生のところにいる間に、最初の

頃の住宅を発表していますね。

長谷川｜1年に1つくらいの割合で、10軒くらいやった

かな。

古谷｜それは全部、今おっしゃったやり方ですか。夜と

土・日の休みを使うという…。

長谷川｜そうです。学校では職員でしたから。

古谷｜先生は長谷川さんの作品に対しては、どんな感

想でしたか。

長谷川｜批判という批判はないんですよ。ただ、褒めら

れたことも、けなされたこともない（笑）。

古谷｜でも関心を持って見て下さる？

長谷川｜雑誌発表は見てくれていました。

古谷｜現場というか、実作も見に来られた？ 

長谷川｜いえ、それは見に行きません。

古谷｜ずいぶん昔ですが、僕が篠原先生に早稲田の

講演会でお目にかかった時に、「私はとにかく現場に

行くのが嫌です」とおっしゃっていました。「何で図面

を描いたら、そのまま出来ないんですかね」っておっし

ゃっていましたよ（笑）。

長谷川｜そうそう。研究室にいて「あの窓は、あと2、

3cm小さくなかった？ 図面を見せてください」って。

古谷｜焼津の家もそうだし、「徳丸小児科」［1979］もま

だ篠原研究室の時代ですか？ 

長谷川｜徳丸小児科の設計をやって、少し規模が大き

かったものですから、もう現場は見られないかなと思っ

ていたら、クライアントの会計士の方に「事務所をつく

らないと設計料を払えない」と言われたんです。構造

計算に払わなきゃいけないし…と思って、それをきっか

けに1年がかりで辞めさせてもらったんです。

古谷｜ところで、篠原先生と多木浩二さんは、相当お

親しいようにお見受けしていましたが、長谷川さんと

も、かなりお付き合いはあったんですか？

「それは君、もういいよ。次にいかないと…」って言われ

た（笑）。当時、「未完の家」がスタートしていました。

古谷｜そこからずれていたわけですね。

長谷川｜それで、多木（浩二）さんが未完の家の撮影を

する時に、「僕が今どんなに変わってきているかを、手

伝いながら勉強してきなさい」と言われて未完の家に

行ってみたら、コンクリートの塊の住宅と出合うんです。

そして、多木浩二の撮影に1人で立ち会ったんです

よ。多木さんにもその日、初めて会ったんです。

古谷｜それは篠原先生の矯正教育だったんですね

（笑）。あの写真は多木さんはどのぐらいかけて撮影さ

れたんですか？ 丸1日ぐらいかけて撮られた？

長谷川｜そう、1日かけていました。菊竹事務所でやっ

てきたことの自由さも楽しさもない“コンクリートボックス”

を目前にして、戸惑いました。全部家具をどかして、裸

の躯体を露出させて、ものすごく集中して撮っていらっ

しゃったのを覚えています。私はまだその頃は、「なぜ

単純なコンクリートボックスでしかない建築を、一生懸

命に撮るんだろう」と思っていました。素人みたいな態

度で立ち会っていました（笑）。

古谷｜こんなところに来ちゃったのかって（笑）。

長谷川｜そう。白の家で“新しい自然が現れた”と書か

れた先生が、抽象の自然や不確かなものを確固たる

コンクリート空間に求めようとする。その矛盾に戸惑っ

ていました。私が目指していたことと、すごく違う方向

にいっていると思った。ある時なんか「谷川さんの軽

井沢の別荘」（谷川さんの住宅）で、コンクリートのお墓み

たいに、いろいろの大きさと厚さの壁を彫刻のように立

てて「これが建築だ」と先生が言った時に、「これは建

築じゃありません」と言ったら、「明日、辞めろ」と言わ

れました。それが一番象徴的な出来事ですね。しょっ

ちゅう白澤宏規さんとか坂本一成さんに、「明日、長谷

川を辞めさせろ」って言っていたようです。私はそれぐ

らいずれていたか、生意気だった。そういいながら11

年いたんですよ。怒られながらの11年です（笑）。

古谷｜篠原先生の系譜を見ていくと、未完の家がまさ

にターニングポイントで、そこからガラッと変わって、70

年になった途端に、ほとばしり出るようにコンクリートが

出てくるわけでしょ？ まさに、アヴァンギャルドになってい

くわけですが、僕は長谷川さんも、どこかでアヴァンギ

ャルドの方に改心したのかと思ったら、そうじゃないわ

けですね。ずっと抵抗されていたんですね。

長谷川｜初めは、2年間は学生のつもりでいましたか

ら、東北から沖縄まで、有名な民家を車で見学してい

ました。民家は何でこんなに快適なんだと思いながら、

日本中を歩いていました。

古谷｜篠原先生は博士論文でも民家研究でしたから

なりですか？

長谷川｜体力を使いすぎて、思考力が低下していそう

な感じがしてチェンジしたかったの。菊竹事務所では、

大きい建築のプランからパース、インテリアまでやって

いましたけど、どうも自分は今後、こういうたぐいの大

建築はやらないんじゃないかという気がだんだんして

きたんです。ちょうどその頃「白の家」が雑誌に発表さ

れて、「これくらいの大きさが自分には合っている。住

宅をやりたい！」と、思っちゃったんです。

古谷｜白の家が発表された雑誌を見てですか？ あの

作品は、1968年くらい、70年よりちょっと前ですよね。

長谷川｜69年から私は篠原研にいきました。

古谷｜あの時代は、僕はまだ建築の学生にはなってい

ないので分からないのですが、白の家は、建築界の中

では、どういう位置づけだったんでしょう。日本が終戦

後から“最小限住宅”とかいろんなものを一生懸命に

つくってきましたけど、そこから大規模に工業化に移行

していく変換期というか、そういう時期に発表されたわ

けですね？ 今から思うと、みんながワッと工業化しそう

なムードになっている時に、篠原先生はちょっと外れた

お考えをお持ちのように見えるんですが、長谷川さん

は当時、どう見ていたんですか？

長谷川｜先生の初期の小住宅の「谷川邸」（谷川さんの

家）などは、戦後復興期の作品でしたが、「地の家」、

「から傘の家」などになると、社会性より芸術性を求め

ていた。社会がものすごいスピードで動いて、建築界

はみんな万博へ向いていた時に、篠原さんは、まだ伝

統から発言している建築家のように見えたんです、白

の家も。篠原一男を勉強しようと思って『住宅論』［1］を

読むと、日本の伝統について書いていて、そこからどう

やって飛躍するか…というテーマに興味を持ったんで

す。住宅は、続いてきたものを新たに受け継いでいくこ

との先にあるものと考えていましたから。続いてきたも

のを今日の感性や身体で捉え直して、新しい建築を立

ち上げて、その空間を共有する。特に東大の池辺（陽）

先生や広瀬（鎌二）さんの鉄骨の住宅などは工業化を

進めることだったし、増沢恂さんは最小限住宅という

状況なのに、篠原先生は「伝統から抜け出られない

住宅をつくっている人」のように見えて、それが魅力で

先生のところにいこうと思ったんです。

古谷｜アヴァンギャルドというよりは、むしろその逆だっ

たかもしれない。

長谷川｜どちらかというと、保守的な人だと思っていっ

たんです。それで先生に最初に会った時に「先生の

言葉で“民家はきのこ”という言葉が好きです。きのこ

みたいに菌が飛んできて、その土地に合った建築が

出来る…、そういう住宅をつくりたいです」と言ったら、

special feature 1
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special feature 2



26 INAX REPORT/182 27INAX REPORT/182

2─多木浩二「多様さと単純さ」『インテリア』
1977.6

松山・桑原の住宅
所在地：愛媛県松山市
設計：長谷川逸子・建築計画工房
敷地面積：585.10m2

建築面積：250.50m2

延床面積：414.50m2

規模：地下1階、地上2階
構造：S造、RC造
工期：1980.2─1980.10
─
コート越しに広間を見る［写真：大橋富夫］

上─居間［写真：大橋富夫］／
下─南面全景

宅」［1980］は、その少し後ですか？

長谷川｜すぐ後です。徳丸先生の紹介でしたから。

古谷｜おひとりでやられたわけですね。

長谷川｜篠原先生の紹介で、すでに志鷹（正樹）さんと

いう東大を出たスタッフが1人いました。

古谷｜志鷹さんは、もういらっしゃっていたんですか。

長谷川｜いました。けど、桑原の家の時は電話番でし

た。ですから桑原の家も、ほとんど1人でやりました。

古谷｜独立してフルタイムで設計するようになると、夜

と休みだけでやっている時とは、何か違いましたか？ 

長谷川｜熱中できました。でも、大学の給料が入らなく

なったでしょう。

古谷｜そうですね、今度は固定給部分がない（笑）。

長谷川｜住宅だけで食べていくのは大変ですよね。私

は、かなり前から作品を発表していたものですから、

いろいろな人が事務所に入りたいと言って訪ねて来

るんですが、無給では雇いたくはないと思うと、スタッ

フをどうしたらいいかが一番難しかった。桑原の家ぐ

らいまでは、志鷹さんはまだ図面が描けなかったか

ら、次の「AONOビル」［1982］の時に初めて現場に

出したんです。

古谷｜ある時に長谷川さんに伺った覚えがあるんです。

「志鷹さんは学生からいきなり来たから、現場も何も分

からなかったけど、例えばパンチングの目を合わせるよ

うな計算は、彼しかできないんです」とおっしゃった。そ

ういうキャラクターの方だったんですか？

長谷川｜そうです。学生時代はアルバイトの経験もなか

ったらしくて、最初は模型もつくれなかった。篠原先生

は、どうして紹介してくれたのかと思ったくらいの人で

した。しかしまあ、計算のできる緻密な人なんですよ。

古谷｜それがすごく印象的でした。ところで、パンチン

グメタルはこの作品が一番最初ですか？

長谷川｜親しくしていただきました。多木さんは研究室

にしょっちゅういらしていました。特に印象的だったの

は「焼津の文房具屋」［1978］を見ていただいて、雑誌

『インテリア』に最初に書いて下さった「多様さと単純

さ」［2］という批評文は、それまでにない刺激的なもの

でした。

古谷｜長谷川さんの今までの来歴を辿ると、やっぱり

折節に触れて多木さんが登場すると思うんですが、

多木さんは長谷川さんにとってどういう存在で、一番

影響を受けたのは、どういうところですか？ 

長谷川｜多木さんは、“建築を思考すること”を研究室

でリードしてくれていた人なんですね。菊竹事務所に

いる時は、日本の状況しかなかった。でも篠原研へい

ってからは、多木さんを通して世界中の建築的思考が

よく見えてきた。篠原先生が磯崎（新）さんとも付き合い

があり、研究室にいらっしゃることもあって、世界の建

築家が話題になっていた。異分野の美学とか哲学も

入ってきますので、非常に複数の考え方をコミュニケ

ーションすることができました。私はずいぶん傾倒した

と思います。しかし、うちのOBの比嘉（武彦）さんは「多

木さんに傾倒しすぎたことが失敗だった」と言うんで

す。「自分の考えをずっと通していけば、もっと違う建

築ができたはずだ。もっと世界的な建築家になれたは

ずだ」とか。でも、スタッフの中でも賛否両論あって、多

木さんと議論をして、私がそれに影響を受けると、それ

をスタッフが批判する…、それを繰り返してきた。そうい

う刺激的な状態が良かったですね（笑）。

独立して個人事務所を…
─

古谷｜徳丸小児科がきっかけで独立されたそうです

が、今回掲載させていただいている「松山・桑原の住
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AONOビル

上─池袋の住宅
下─すみだ生涯学習センター

長谷川｜それまでにも、住宅で間仕切りなどには使って

はいたんですが、なかなか丸い穴のパンチングメタル

が手に入らなかったんですよ。バスの運転手の横の辺

りに花模様のパンチングメタルが使われていて、それ

で雨戸なんかをつくっていたんです。桑原の家が、た

またま鉄とか非鉄を扱う材料の会社で、「アルミに丸い

穴を開けたい」って言ったら、すぐに1枚つくってくれた

んです。「どんなものでもできますか？」と聞いたら「でき

る」と言うんです。いろんなパンチングメタルをつくりた

いけど、どれが一番いいか分からない。パンチングメタ

ルは普通45度に穴が開いているけど、60度にする

と、たぶん影が違ってくると考えたんですね。志鷹さん

がいろいろと計算して、開口率の計算式までつくってく

れて…（笑）。

古谷｜パンチングのですか？ 

長谷川｜そうです。穴と間隔がどうなれば、どのくらい

の開口率になるか…。それで30枚ぐらい穴を開けて

もらって、昔の新宿の事務所の外階段にザッと並べた

んです。それを夕方に見ると、45度と60度の影が全

然違うんですよ。60度は楕円になっていくのに、45度

は単に丸がだんだん小さくなるだけなんですよ。

古谷｜そうなんですか。

長谷川｜実験をして、桑原の家で「こういうのをつくって

ほしい」と特注したら、アルミのパンチングメタルのカタ

ログが出来ていました。

古谷｜大量に使ったのは桑原の家だったんですね。し

かも、今度は堂 と々表に出してこられた。

長谷川｜そうですね。

古谷｜最初の頃は、仕方なく使っていたにもかかわら

ず、ずっと使ってきた理由は何だったんですか。

長谷川｜建物全体に木洩れ日のように光が落ち、つぶ

つぶでパッケージされている建築をつくりたかった。

古谷｜丸い雨戸みたいなものが付いている家がありま

したね…。

長谷川｜それは「池袋の住宅」［1984］ですが、あそこで

も雨戸とか、いろいろな場所に使っているんです。

古谷｜しかも、輪郭が丸ですよね。丸いものに穴を開け

るには、耳を残して開けないとダメでしょう。指定して

開けるということですよね。

長谷川｜枠を残すと固いものになるから…。

古谷｜しかも、桑原の家は隣り合うパネルが、一瞬シー

ムレスに見えるんですね。継ぎ目がないように。

長谷川｜大きな1枚に見えるように…。

古谷｜ちょうど合うように切るには、鬼のように精密な計

算が必要だと思ったんです。そうしたら、その計算を

専らやられるのは志鷹さんだとおっしゃったので…。

長谷川｜彼は計算が好きなんですよ。私は嫌いだけど（笑）。

古谷｜でも良いコンビだったわけですね。何となく、桑

原の家が発表された以降は、“長谷川逸子”とくれば

“パンチングメタル”と、もうほとんど代名詞のように、み

んなが認識するようになったと思うんですよ。

長谷川｜そんな感じになりましたね。

古谷｜今回、資料を読み直していたら、桑原の家の時

に、「光のつぶつぶのようなものがある空間をつくりた

い」というようなことをおっしゃっていて、すごくそれが

印象的でした。そもそも、光のつぶつぶみたいなもの

を欲しいと思われたのは、何か原風景とか、そういうも

のがあるんですか？

長谷川｜私は駿河湾の深いところの漁港で育ったんで

すが、海っていつもつぶつぶと光っているんですよ。そ

して、私の家族だけじゃなく、まちの人たちも海に行っ

てはピクニックしていました。まだ寒いのに海に行くと、

砂が温かいんです。焼津には春一番に“浜ゆき”という

行事があって、市民がみんな海に出て、思い思いに過

ごすんですね。太陽が強くなってきて、海はキラキラし

ていて穏やかで…、そういうものに包まれている感じ

が、一番素敵ですし、心が落ち着くんですね。その“美

しい光のつぶつぶ”を、どう表現したらいいか分からな

かった。パターンとして描いてもダメで、本当の光のつ

ぶつぶをつくりたいと思って、それでパンチングメタルを

どんどん追求しながら使い続けていった気がします。

古谷｜つぶつぶの追求は、いまだにずっと続いていま

すよね。

長谷川｜そう。「すみだ生涯学習センター」［1994］では

全体をパッケージしています。建築が面の固まりになる

のがダメなんです。単につぶつぶなんだけど、つぶつ

ぶの空気に包まれる。どこか建材ではない光の粒の

面に変わる感じですね。

“ガランドウ”
─

古谷｜資料を拝見していましたら、長谷川さんも“ガラン

ドウ”という言葉を、ずいぶん使っていらっしゃってびっ

くりしました。

長谷川｜そうです。私のつくる空間は“ガランドウ”と“原

っぱ”です。住宅のようなものはガランドウ。公共建築を

やるようになって原っぱと言うようになった。公共建築

でびっくりしたんですが、大体、複合建築をやると、図

書室は何㎡、ホールは何㎡って細かく書いてあります

ね。私は、一応は尊重するんですが、実は、その合計

のガランドウしかつくっていないことがあるんですよ。つ

まり、情報をいっぱい集めて、先の先まで延 と々持続

する建築をつくる方法を考えたい。表現としてもそうい

うものが欲しいわけですね。そこの枠の中に閉じ込め

るのではなく、少しでもいいからはみ出していけるよう

な場であってほしい。

古谷｜“ガランドウ”というのは、僕も本当に好きで、この

間も、僕は『がらんどう』［3］という本を出しちゃったんで

す。まさにおっしゃったように、何かこまごまとしたもの、

それに即応するように空間をつくるよりは、もう少しざっ

くりと大きなガランドウであった方がいいと、いつも思っ

ているんです。

長谷川｜私は小さい時に、焼津の高草山のお寺に母に

しょっちゅう連れて行かれて、夏なんかそこに泊まって

座禅をさせられたりしましたけど、お寺はガランドウで

す。広いところで昼寝をすると、とても気持良かった。

民家も本当にガランドウでしょう。そういう方が、時間が

読み取れていろいろな活動の空間に対応できる。住

宅設計で施主と長いことコミュニケーションして、いろ

んな情報を得ながら、たくさんの情報を詰め込んだ末に

“ガランドウ”をつくろうと考えたんですね。公共建築で

もそうなんです。しょっちゅう私は違反していると思いま

すよ（笑）。プログラムもよく読むんですけど、このプログ

ラムは一体、誰から情報を収集してつくったんだろうと

いう疑問を抱くことが多い。だからコンペの時は、とに

かく大きな空間というか“場”をつくっておいて、後々、ど

うにでもなるようにしておく。今のためにつくったらすぐ

に古くなっちゃいますから。

古谷｜本当に僕もいつも思うんだけど、その時に考える

と一番良い条件なのかもしれないけど、その組み合わ

せが10年、20年、そのまま通用するとは思えないよう

なものまで、こまごまと決められてしまいますよね。

長谷川｜日本は機能主義というものを建築の最高のも

のとして、プランを建築家につくらせてきたんですが、

外国に行くと変化するプランの提案はいらないという

考え方もあ
・ ・

りなんです。私たちはやっぱり機能主義に

がんじがらめになっている。ビクトリア朝の建築に200

年、300年たってもあんなに上手に住めるのは、何も

ない空間“ガランドウ”だからですよね。

古谷｜僕も “ガランドウ”という感覚は、まさに空間性だと

思う。こまごまとした設えや壁も時々はつくるかもしれな

いですが、それは取っ払ってもいいようなものなんで

す。ガランドウという感覚は、民家やお寺の中にあった

と言われたので、すごく納得がいくんです。もしかする

と、さっきの光のつぶつぶの方は完全に篠原先生のカ

ウンターだと思うんですが、ガランドウの感覚の方も篠

原先生はお持ちなんじゃないですか？

長谷川｜そうですね。強い空間を立ち上がらせるため

には、ガランドウでないと…。こまごまと間仕切っていた

らできませんからね。

古谷｜できませんね。だから半分は反面教師だったか

もしれないけど、半分はやっぱり影響されている。

長谷川｜でもね、私はああいう象徴的なガランドウをつく

る気はないですよ。もっとカジュアルな、もっと日常生活

に密着したガランドウです。篠原先生のが“教会”だと

すれば、私のは“バザール”みたいなものですよ。

古谷｜まあ、それはそうでしょうが、でも篠原先生はもと

もと民家を研究してこられた方だから、吉島家とか、最

初はああいう感覚だったんじゃないかと思うんですよ。

長谷川｜そうですね。

古谷｜それから白の家もそうだったかもしれないし、そ

の後、材料はコンクリートに置き換わっていくけど、なん

かガランドウをつくられていたような気もしますね。

開かれた理想のコンペ
湘南台文化センター
─

古谷｜1985年の終わりに「湘南台（文化センター）」

［1990］のコンペがありました。僕は、とにかくあのコンペ

は、長谷川さんに負けたと思っているんです。このシリ

ーズって、なぜか僕、コンペに負けた方にお会いする

ことが多いんですよ。伊東さんとメディアテーク、柳澤

（孝彦）さんと二国でしょう。

長谷川｜出していたんですね。

古谷｜出しました。僕は9位だったんです。あのコンペ

は応募案が215ありました。あんなコンぺはなかった

ですからね、あの当時。

長谷川｜そうです。経験のある人しか公共で建築はつ

くれないことに、篠原先生はいつも怒っていました。

古谷｜確かに当時は、公開という名前のコンペがあっ

ても、結局、割合、手堅いものしか当選しなかったです

からね。湘南台の時は、それこそ槇（文彦）さんとか磯

崎さんが審査委員に入っていて、非常に柔軟そうな感

じで、だから待望のコンペだったんです。それで出し

てベスト9が選ばれて、その末席が僕だった。ところが

入賞3点、佳作5点で、結局、8人ということになって、

議論した末に落ちたのが僕です。それは大層、悔しか

ったんですが、長谷川さんの案を見た瞬間に、僕はこ

れに負けたんだと思いました。おこがましいですけど、

案の方向性などは、極めて近いものがありましたけど、

形態は僕の方はもう一つでした。

長谷川｜私もびっくりしたんだけど、伊東さんの案も似

ていたんですよね。それと信じられないことに、坂本一

成さんとか、みんな地下を使ったんです。私は自分だ

けだと思って出したのに、みんながやっている。「公共

建築を地下に埋めたら落とされるよ」ってスタッフに言

われたんですよ。

古谷｜僕のは地下まではいかなくて、2m上がって1 m
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3─『がらんどう』古谷誠章著［王国社／2009］
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湘南台文化センター
所在地：神奈川県藤沢市湘南台1-8
設計：長谷川逸子・建築計画工房
敷地面積：7,970.30m2

建築面積：2,105.47m2

延床面積：10,529.83m2

規模：地下2階、地上4階
構造：RC造、S造
工期：1987.7─1990.7
─
左─プラザ俯瞰［写真：山田脩二］／
右上─南西面全景［写真：山田脩二］／
右下─西面ファサード

古谷｜そんな感じですよね、あの案は…。

長谷川｜私にとってコンペの初挑戦でした。スタッフの

全員が「入らない」って、断言していました。しばらくし

て、私は初めてロサンゼルスでレクチャーすることにな

って、翌日、成田から飛び立つという日に、清家（清）先

生から「2日後にインタビューに来るように」という連絡

があったんです。私は「どうせコンペは落ちるから、ロ

サンゼルスのレクチャーの方に行きたい」と言ったら、

みんなが「何てことを言うんだ。インタビューに行ってく

ださい」と言われて、チケットを損した覚えがあります

（笑）。受からないつもりでインタビューに行きました。

古谷｜少なくともドローイングや模型からは、受かろうと

してつくられたものではない感じが伝わってきました。

長谷川｜前の晩まで私は1人で手を真っ黒にして直し

ていましたから（笑）。他の人たちは、みんな墨入れし

て出しているのに、私だけ鉛筆だったんです（笑）。

古谷｜そうでしたよね。

長谷川｜熊本にレクチャーに行った時に、木島（安史）さ

んに怒られました。「コンペというものは墨入れするもの

だ。鉛筆の図面を出すとはなんだ！」と。それにしても、

下がるという、緩やかにウェーブする地盤をつくって、

その上にヒラヒラしたものが載っかっている案です。

長谷川｜私も最初はほぼ似たような案を描いていたんで

す。敷地を見に行ったら、おばあさんが「昔は丘だった。

この原っぱでヨモギを取ったよ」と言われて、丘をつくろ

うと思いまして、帰りの電車の中でスケッチしたんです。

それこそエントランスだけあって、全部建物が埋まってい

る案。そうしたら、みんなに「そんな案は出さない方がい

い」と言われたんです。「公共建築は立面が立派じゃな

きゃ通らない」、「出しても通らない」と…。

古谷｜当時はそういう傾向があったと思います（笑）。

長谷川｜毎日少しずつ“上”に出していったんです。エン

トランスだけ出して、徐々に15％、20％くらい出してい

ってコンペに出した。そうしたら、やっぱり市民とか行

政の人に「何でそんなに地下に埋めたいんだ」と言わ

れて、私は「建築をつくっているんじゃないんです。前

にあった原っぱをつくっているんです」と説明したんだ

けど、さらに上に出させられて、結局、床面積の30％

が地上に出て、70％は地下になった。大体、私はコン

ペに当選する案ではないと思っていました。
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山梨フルーツミュージアム
上─全景［写真：藤塚光政］／
下─ブラインド［写真：鈴木伸幸］

ンピュータで図面を描かれましたか？

長谷川｜いえいえ。コンピュータは「（山梨）フルーツミュ

ージアム」［1995］からじゃないかな。異なった1 ／4の

楕円がぶつかって変形した種のような形を描くのには

コンピュータじゃないと描けなかったんです。私はフル

ーツミュージアムの時はハーバードにいて、ロンドンで

レクチャーした時にフルーツミュージアムの話をしたん

です。その時は、すでに、大体模型で形が出来てい

たんですが、オーヴ・アラップ（事務所）に「解析させて

くれ」と言われたんですよ。それでお願いすることにし

て、打ち合わせをボストンとロンドンと日本の3ヵ所で

やったんです。出来てきたら、ドームのフレームはスト

ローみたいに架けたいと思っていたのに、湘南台のコ

ンペ案にたくさんあったように丸いジョイントがいっぱ

いあった。「ジョイントピースはいらないです。模型どお

りにストローが曲がったみたいにつくりたいです」と言

ったら、「できない」と言うんです。「溶接すればできま

す」って言ったら、「できるはずがない。造船と建築は

違う！」って言うんですよ。それで、「横浜の三井造船

に問い合わせて、できると言ったら解析をやってくださ

いね」と言って問い合わせたら、「できる」と言われた

んです。そこにいらっしゃったセシル（・バルモンド）さん

は、「日本では溶接で建築が出来るのか」とびっくりし

ていた。その後、フルーツミュージアムはオーヴ・アラッ

プの代表作になったんですよ。初めて建築の曲線が

ジョイントなしでつくられたと…。後に、フォスターさん

のイギリスの大英図書館など、溶接の時代に向かい

ましたね…。

古谷｜今回の特集にはフルーツミュージアムは入って

いないんですが、とにかく湘南台の経験がありますの

で、僕たちは、もう長谷川さんが何をやられても驚かな

くなっていました、当時は。

長谷川｜日本では、あれも受けないんですよ、本当に。

造形的な建築だと思われている。単に楕円形が4つ

重なるだけで歪むんですが、すごくオモチャみたいに

見えるらしくて、全然受けない。それなのにヨーロッパ

では高く評価されるんだから、おかしいですね。出来

た時はきれいでした。その後、隣にホテルの設計をす

るようにとか、いろいろ頼まれたのですが、「あそこはぶ

どう畑だけの方がいいんです」と言って辞退したら、

他の人が周りにいっぱいいろいろとつくったんですよ。

古谷｜僕は「茅野市民館」を設計している時に何回もあ

の前を通っていましたし、もちろん出来た時には、早速、

見に行きました。竣工後まもなくでしたから、とてもきれい

だった。印象的だったのは、内側のいろんなところに日よ

けのブラインドがいっぱい入っていたことですね。

長谷川｜電動で動く、普通のブラインドですよ。

古谷｜普通のブラインドですが、ピースごとに入ってい

るのは、あそこが最初でしょう？

長谷川｜はい。あれが「新潟（市民芸術文化会館）」［1998］

のファサードのオーニングの原型です。外にドイツ製のセ

ンサーがあって、中にあるセンサーとの温度差でブライン

ドが自然に動くという、簡単なものなんです。空気の動き

とブラインドだけの、冷暖房なしの建築です。

古谷｜それがとても印象的でした。つまり、模型では彫

刻的なもののように見えたんですが、実際、中に入っ

てみたらブラインドが付いていて、そのブラインドにメカ

ニズムがあって、“本気さ”加減が出ていた。あそこま

でやってブラインドを使うのか…という、一種の執念の

ようなものが表れていました。

アイランドホッピングとは…
新潟市民芸術文化会館
─

古谷｜新潟は、アイランドホッピングという言葉で設計

の基本的なお考えを説明しておられますね。水に浮か

ぶ島 を々自由にポジティブに移動するというか…。

長谷川｜そうです。建物だけではなく、その周辺を含

めてつなげていて、いわゆるランドスケープとして全体

をデザインしたわけです。そして、かつて信濃川に浮

遊していたような、浮き島をイメージしてまとめた「浮き

島」という床装置によってシンプルなパフォーマンスガ

ーデンだけで場をつくって、ブリッジでつなげることを

考えた。特に建物のロビーを空中庭園として見立てる

ためにガラス張りにしたわけですが、寒冷地ですから

機能を確保するために、テクニカルな装置が必要だ

ったんです。

古谷｜そこでフルーツミュージアムの経験が新潟に活

かされるわけですね。

長谷川｜コンペの時に、全部がコンピュータでコストを

計算して動くシステムを提案したんです。フルーツミュ

ージアムの試みをさらに発展・応用して、今度はもっと

積極的にエアコンディションのエコロジカルな面を考え

たんです。ガラスのダブルスキンの間にパンチングのオ

ーニングを入れまして、センサーで開閉させて、太陽光

を制御したわけです。あのパンチングメタルは、ローコ

スト運営で効果を発揮して、その分、企画・運営費に

かけられたんです。あれは外国では、相当、評価が高

いですよ（笑）。いっぱい発表しましたから。

古谷｜要するに2枚のパンチングメタルの目が重なり合

うことで開口率、遮光率をコントロールするんですね。

長谷川｜開口率を5段階で調節して、さらに2枚のパン

チングシートを2mごとに上下させてずらすことによっ

て、光をコントロールする。私は学生の時、松井源吾

ずっと評判が悪かったんですよ。

古谷｜竣工してからもですか？ 

長谷川｜そう。「あんなものは建築と言わない」とか、1

期が完成した時、ある評論家には「行ってみたら、彼

女が言う原っぱとせせらぎには人は山ほどいたけど、

建築はなかった」なんて書かれましたし、とにかく、竣

工した時、「公共建築でこんなものをつくってはいけな

い」…、みたいな感じでした。

古谷｜竣工までに、3年ぐらいかかったんでしたっけ？

長谷川｜1期工事3年、2期工事5年です。2期に分か

れていたので。

古谷｜最初からそういう計画でしたね。長谷川さんは、

それこそ入ると思わないコンペで1等をとって、それか

らの方が大変だった。でも、あれは、非常に画期的な

コンペで、とにかく「長谷川さんに成功してもらいたい」

という感じが、周りに多かったと思います。

長谷川｜そうですか？ 伊東さんは「俺がとるつもりだっ

た！」と怒っていたらしいです。始まって、まちの人は

「庭園をつくりたいのなら屋上につくればいい。10 m

地下に埋まっている分を、全部地上に出してください」

って言っていると市長さんに言われました…。「こども

館」の展示計画もそう簡単ではなくて、ものすごくコミ

ュニケーションをして、まちの父兄や子どもにも意見を

出させた末に、いろいろな人のアイディアを盛り込ん

で、後 も々変更可能な大空間にして、中はオモチャ箱

をひっくり返したような展示になりました。

古谷｜すごいな（笑）。

長谷川｜市長さんに、説明させてくださいと言って、初め

てすごい回数を市民と話すことになるんですね。市民は、

「近くに大建築家が設計した体育館があるけれども、立

派すぎて自分たちは使えない。今度の文化センターは自

分たちのものにしたい」…と言って、すごく熱心なんで

す。建築界でも建物そのものは全然評価されないし、

市民参加をやっていることにも批判が多かった。「建築

家がそんなに市民のところに下りていっちゃいけない。も

っと権威を持ってつくれ」という手紙が来たり…（笑）、さ

まざまな批判を受けました。湘南台の頃は、公共建築は

政治のシンボルみたいになっていて、権威のある人しか

つくれなかったでしょう。それを壊したといって、相当、大

建築家からも批判を受けたんですよ。

古谷｜市民の側からと建築界からと、両方から非難さ

れていたわけですね。

長谷川｜完成してからは市民の非難はありませんでし

た。市民参加のやり方は、今はもう一般化しています

けど、当時、建築界ではすごい批判を受けました。で

も、湘南台を機に若い人もコンペに通るようになった。

古谷｜市民は喜んでいるんでしょ？

長谷川｜ええ、よく使われていますから…。

古谷｜つまり、最初にパブリッシュされた時は、模型の

時に抱いたイメージとはちょっと違ったんですね。でも

明らかに市民からは喜んでいる雰囲気が伝わってきま

したし、葉山（峻）市長が竣工時のあいさつで「建築と

人間と自然が交流する施設だ」ということを堂 と々言

われた。“建築と人間と自然”と、ちゃんと並べておっし

ゃったのも、ちょっといいなと思いましたし、清家先生も

「初めての開かれた公共建築だ」と書かれている。で

すから、出来た時には少し認められたように思ったん

ですけど、そういう感じではなかったんですか？

長谷川｜それは審査委員だから、2人とも。そうじゃな

い人からは、やっぱり非難ごうごうでしたよ。

古谷｜清家先生は審査委員長だ。

長谷川｜しかし、すごい不思議なことがあるんです。湘

南台が終わってから、日本では評価されなかったんだけ

ど、イギリスやフランス、アメリカではすごく評価されたん

です。私はその後、外国のレクチャーやコンペにたくさん

招待されているんです。オペラハウスとか、チルドレンミ

ュージアムは1番になりました、実現しなかったけど…。

私はいつも、利用者の意見を聞いて建築をつくりたいと

思うんです。意見を聞いて、そのとおりにつくるわけじゃ

ないけど、その地域に持続してあるものを知って、未来

に向かってどうやって開いていくか、そういう課題をこな

していきたいと考えているのです。その考え方がイギリ

スのロンドン大学では評価されて、レクチャーに行った。

そしてノーベル賞をもらったような人たちと一緒に大学か

ら名誉賞を頂いて、事務所全員が招待されたんですよ、

ロンドンに。ザハ（・ハディッド）さんも、（ノーマン・）フォスターさ

んも、そのパーティに来てくれました。それにしても、受賞

の理由にちょっとびっくりしました。もともとヨーロッパでは

クラスが残っていて、権威的な上部の人が建築家です

から、“利用者の意見を聞いて設計する方法論”に驚い

たらしいんです。日本では、その後、みんながやり始めた

と思うんです。でもその手法をつくり上げるのは本当に

難しいんですよ。

古谷｜国内では評価されなかったかもしれないけど、

外国で評価されたわけですね。確かピーター・クックも

文章を書かれていたような気がします。

長谷川｜はい。レム（・コールハース）さんも見に行ってきた

と、私に報告に来たことがありました。

古谷｜そうですか、レムも…（笑）。

溶接で建築ができるのか…
山梨フルーツミュージアム
─

古谷｜長谷川さんの事務所では、湘南台ぐらいからコ
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新潟市民芸術文化会館
所在地：新潟県新潟市一番堀通町3-2
設計：長谷川逸子・建築計画工房
敷地面積：140,143.87m2

建築面積：10,062.40m2

延床面積：25,099.30m2

規模：地上6階
構造：SRC造
工期：1995.7─1998.5
─
西面外観［写真：藤塚光政］

上─ガラスに挟まれたパンチングシートから光の
の粒があふれる／下─ダブルスキンオーニング

先生がいらしていたので構造を選択しましたし、篠原

研の時、未完の家のクライアントであるＰＳ暖房という

冷暖房会社のカタログづくりを手伝いながら、エンジニ

アリングのことをよく学んだんです。だから私にはエン

ジニアのような側面があるんです。

古谷｜そうですよね。そういうある種の細部を支えるメ

カニズムみたいなものが、僕は長谷川さんのひとつの

特徴かなと思っているんです。最初の住宅でパンチン

グメタルを使い始めた頃は“皮膜”とおっしゃっている

けれども、それが小さな家ではなく、どんどん規模の大

きな建築になっても、光の粒の問題はずっと続いてい

て、でっかくなって陽が入ってくれば膨大なコストがか

かるような大きな規模の建築になった時でも、いまだに

その光の粒をなんとかしようとしている感じがするんで

す。しかもそれを精緻で不思議なメカニズムで解決し

ていますね。例えば（ジャン・）ヌーベルの「アラブ（世界研

究所）」とは、ちょっと意味が違う。パンチングメタルを単

にずらすだけみたいな感じが面白いですね（笑）。ロー

テクじゃないかと思うんですよ。

長谷川｜ローテクです、本当に。

古谷｜その単純素朴さと精緻な感じが組み合わさっ

て、今の長谷川さんの大きな規模の建築の皮膜にな

ると、やっぱりそれぐらいの性能が要求されますね。

長谷川｜最初にパンチングのオーニングをつくった会社

にビデオを見せてもらったら、とてもスルスルと上がって

スムーズすぎてギョっとしたんです。「そんな格好良く

上げちゃいけない」と言って、20ｍもあったのでパーキ

ングのタワーに2枚吊るしてもらって、自分で階段を上

っていって動かし方をチェックしたんですよ。「いや、そ

れは早すぎる。ゆっくり上がらなくちゃ」って言ったら、

「何でそんなにローテクにしちゃうんだ」と。でも私、手

で上がるぐらいの上がり方をしてほしいと話して、わざ

とスローに動くようにしたんです。

古谷｜要するに、それはヨットから来てますね（笑）。

長谷川｜みんな格好良く動くって期待していたのに、

「ゆっくり！」って言われたから、本当に期待外れだった

んでしょう（笑）。でも、あれはローテクなものです。

古谷｜面白いですね、ローテク。規模が大きくなってい

るから、電動的にならざるを得ないんですが、それが

まさにヨットを操っているように、自分の手でやっている

ような感覚を持ち続けたいということですよね。できる

ものなら、本当は手でやりたいみたいな感じですよね。

ところで、新潟の場合もコンペから実現に至るまで、少

し時間があったと思うんですが、湘南台で始められた

市民参加のやり方は、新潟の時はどうでしたか？

長谷川｜すごい回数やりました。設計から竣工式の時

まで7年間ですよ。ある日、馬場（璋造）さんから、「すご

いワークショップをやっているらしいけど、みんなが批

判しているぞ」、「どれだけの意味があるのか」と言わ

れたことがありますが、でもやり続けました。新潟では

コンサートホール、劇場、能楽堂という異なる種類のホ

ールを透明な幔幕で囲って、あえて1つにパッケージ

ングしたんです。つまり交流を重視した異種のクロスオ

ーバーができるようにしたいと、その可能性を求めてい

ました。能楽堂は（野村）萬斎さんに来てもらってレクチ

ャーするとか、次々に東京からベテランの人たちに来

special feature 1
special feature 2

special feature 3
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上─静岡大成中学校・高等学校／下─眉山
ホール［写真2点とも：藤塚光政］

［取材協力］
● 長谷川逸子・建築計画工房
─
［その他］
ポートレートと対談風景以外の写真は、
長谷川逸子・建築計画工房提供
─
［次号予告］
「INAX REPORT No.183」の
「続 モ々ダニズムの軌跡」は谷口吉生氏です

上─月見の里学遊館
下─イッシー市都市再編成

てもらってレクチャーをするというやり方を100回ぐら

いやったんですよ。市民の人たちはすごく芸能が好き

で、音楽も好きですから市民活動のためのワークショッ

プも続けました。例えば2 ,000人のコンサートホールを

どうやって使うかといった時に、私はサントリーホールに

「ここに来たベルリンとかウィーンとか有名な公演は、

全部新潟にも持ってきてください」って頼みに行ったん

です。今、実際、それをやっています。そうすると東京

で見られなかった時は、新潟で見ることができるわけ

です。そのためにはちゃんとしたレセプションが必要で

す。レセプションのワークショップをして人材を育てた。

今もしっかりやっています。先日も、新潟にベルリンフィ

ルのコンサートに行ったら、富山の方からも大勢来てい

ました。

古谷｜ある程度、継続している感じですね。

長谷川｜継続していますね。ダンスカンパニーをつくりた

いという希望も実行してくれて、世界的に活動する有

名なダンスカンパニーも育っています。蜷川（幸雄）さん

も新潟でオリジナルの舞台劇をつくっていますし、一流

の音楽家も来る。だからすごい稼働率です。

古谷｜僕はやっぱり新潟という場所が、東京からの距

離も含めて、あそこだけが持っているポテンシャルみた

いなものが当然あると思うんですよ。本当はどのまちに

もあるんでしょうが、新潟には新潟特有のものがある。

それがかなり活かされている。もうちょっと田舎になると

成立しないでしょうね。

長谷川｜新潟は市民レベルの高いところです。

古谷｜そういう意味でも“ガランドウ”には中身がなきゃ

いけないんですが、その中身は建築家が1人でつくれ

るものじゃないですからね。

長谷川｜そうですね。いろいろな人たちとコラボするこ

とで肉づけをしていく、そのことが実行できた。ああい

うすごいことはいつでもやれるわけじゃないけど、可能

性があることを将来に残しておかないとね。

新たな都市のモデルになりそうな…
静岡大成中学校・高等学校
─

古谷｜「学校」（静岡大成中学校・高等学校）［2004］をつく

られたでしょ。ちょっとだけ今後のことも含めてお聞か

せいただきたいんです。これは長谷川さんの出身校

ですね？

長谷川｜そうです。昔は女学校でした。今は男女共学

ですけど…。

古谷｜これはある種、今までの集大成的なところもある

し、今までに試されたことの結晶でもあるかもしれない

と思って見ていましたが、ここで試みられたことは、ひ

と言で言うと何ですか。

長谷川｜この学校は静岡で一番古い女学校だったので

すが、音楽・美術・習字などが盛んで、日本的な茶道・

華道などにも取り組んでいます。最初に学校側と協議し

て、既存の敷地にグラウンドを確保しつつ要求された諸

室を組み合わせていくと、6階建ての都市型の学校に

するしかないと決めていました。それから、中学・高校の

通常のクラスルームの授業だけじゃなく、学年を越えた

活動を行うためのコミュニケーションや、選択授業の枠

を越えたコラボレーションが重要視すべきだと…。それ

を受けて垂直に空間を積み重ねて、フロア間の関係を

活発化させるような装置をどう組み込むか、それを設計

のテーマにしました。それで、それぞれの教室が学年ご

とにまとまりを持ちつつ、吹き抜けのステューデントホール

を介して他の教室群ともつながりを持つようにしたんで

す。さらにステューデントホールの箱をつなぎ合わせるよ

うに階段をつくって、垂直方向に広がる街路のように、ホ

ールを立体的な構成でつくったわけです。

古谷｜新潟の“アイランドホッピング”は割合、直接的に

理解できましたが、あの学校でおっしゃっている立体

的な群島とか立体的な飛び島という感覚は、新たな

都市のモデルになりそうな予感がします。

長谷川｜それはありがとう。これまでは水平建築ばかり

でしたので、垂直空間へのトライだったんです。

古谷｜もう一つ最後にお訪ねします。聞きにくい話です

が、「眉山ホール」［1984］の一件がありましたよね。あ

れは長谷川さんにとっては、どういうふうな受け止め方

をしていらっしゃるんですか？

長谷川｜眉山ホールは、学校の新しい理事が大学をつ

くるための資金づくりのために壊されたんですよ。やっ

ぱり都市というのはお金が動き、得体の知れない人た

ちが壊したりつくったりするところがあるんですね。私

はものすごく抵抗したんです。正当な論理に聞こえな

かった。古いものをどうやって持続させるかは考えなく

て、とにかく建築を取り壊し、敷地を売るという考えで

す。今でもあれは残しておいた方がずっと良かったと

思いますし、学校の発展にもなった。いつでも拡大した

り開発する時には付きまとう問題かもしれませんね…。

古谷｜都市は確かにもっと違う、例えば経済的な理由

に左右されたり、翻弄される中で、うたかたのように浮

かんでは消え、浮かんでは消えするものですからね。

長谷川｜建築を含む文化的都市づくりを開発の行為に

取り入れない限り、世界の都市はどんどん貧しくなるでし

ょうね。実は今、初めてオフィスビルと住宅を開発するこ

とにかかわっています。「フランスのコンペ」（イッシー市都市

再編成）をフランスの友達と一緒にやりまして、1等賞にな

ったんです。今までやってきたような技術を全部詰め込

んだ、エコロジカルな超高層の提案です。今までの集大

成ですから、新潟に入っているエコ計画もあるし、「袋

井」（月見の里学遊館）［2001］の中庭で霧を発生させて涼

風を送るシステムとか、小型風車とか、超高層の中に5

つぐらいのブロックに、今までやってきたあらゆることを導

入したプロジェクトです。

古谷｜そのプロジェクトは、フランスのどこのコンペで

したか？

長谷川｜セーヌ川のポン・デ・イッシーのたもとに建つハ

イテク超高層です。そのエンジニア提案に、みんな最

初すごく驚いた。しかし、超高層を形だけでなく、快適

さを実現させるためのエンジニアを詰め込んでつくるこ

とが評価されたんです。

古谷｜すでに進行中ということですよね。

長谷川｜進行中です。

古谷｜最初に伺ったように、長谷川さんは個性のある

人に会うと割と影響を受けやすい。でも、本日、初めて

ゆっくりとお話を伺ってみると、昔とあんまり変わってい

ない感じがしますね、もちろん、そのつど、菊竹先生に

も篠原先生にも多木さんにも影響を受けていらっしゃ

る。でもやっぱり最初に感覚的に持っていた、きらきら

光る“光の粒”は、ずっと追い続けているし、失礼な言

い方ですけど、ゆらゆらしているようだけど、結局やり

たいようにやっていらっしゃるという感じがしました。

長谷川｜建築を考えたりつくったりすることが、すごく楽

しくて好きです。だから今は割と良い職を選んだと思っ

ているくらいです（笑）。

古谷｜もしかしたら静岡の学校と、フランスでとられたコ

ンペのエコロジカル超高層は、関連し合っているのか

もしれませんね、やっぱり。これは長谷川さんが提示す

る都市のモデルになる。何かそういう可能性を感じて、

楽しみにしています。ぜひもう一度、みんなをあっと言

わせる建築をつくっていただきたいと思います。

［2009年12月18日収録］   

［対談後記］ 

ゆらゆらと漂うように、
でも、
しなやかな芯を持つような
古谷誠章

─

長谷川逸子さんには、30年近く前

に、僕がまだ早稲田の助手だった頃

に東大の生産研究所でお会いした。

当時、博士課程にいた小嶋一浩さん

らがプライベートなレクチャーに招い

た折である。初期の住宅を見せなが

ら、しきりと「初めの頃の私は（面一の納

まりなどに）無理しているなぁ」と言われ

ていたのを思い出す。僕たちから見れ

ば、長谷川さんの軽やかでシャープな

ディテールには、憧れにも似た共感を

抱いていたものだが、当のご本人はそ

のピリピリとした感じが気に入らなかっ

たのかもしれない。今にして思うと、も

っとずっと自然なものを希求していた

のだろう。

その原点は静岡の海面に輝く光にあ

った。さらに若い頃に全国レベルの腕

前を誇ったヨットの操船感覚が、どうや

ら今も長谷川さんの脳裏に潜んでい

て、そのつくり出すぼわんとした空間に

は、いつも風をはらむ帆が張り巡らされ

ているかのようだ。改めて時間をかけ

て対談をさせてもらって、つくづくそう思

った。さまざまな超一流の人々に大き

く影響を受けながら、しかし同時にしな

やかな自分自身の芯を保ち続けてい

るような、そんな姿が見えてくる。

新潟の市民会館がオープンして、マー

ス・カニングハムのダンス公演を観に

行った。ジョン・ケージのスコアによる

前衛的なオーケストラ演奏と、刺激的

なパフォーマンスを楽しみに行ったわ

けだが、それは同時に長谷川さんの建

築がどんなふうに使いこなされるのか

を期待したためでもあった。さまざまな

楽器の奏者は指定の時刻になるとそ

れぞれの音を発するのだが、それまで

どこをどう動き回っていてもいい。ステ

ージだろうと客席だろうと2階席だろう

と、思い思いに楽器を抱えて動いてい

る。僕はその時に初めて、一見、体育

館か何かのようにやや拡散的に感じ

られるこのホール空間の意味が実感

できたのである。つまりは“がらんどう”

だったのだ。演奏者が自由に動き回っ

てくれたおかげで、観客である僕もが

公演中に自由に席を移動する楽しみ

を味わえた。もっともそんな行儀の悪

いことをするのはほんの少数派だった

が、この出入り自由な雰囲気が長谷

川さんの建築の真骨頂だと感得した

のである。

これから先の長谷川さんがどこへ向か

うのかは今も定かではない。でも対談

の最後に触れたように、もしこの出入

り自由さが本格的に立体化できたら、

建築の新たな次元と呼べるものにな

るかもしれない。

─
ふるや・のぶあき─
建築家・早稲田大学教授
1955年生まれ。1978年、早稲田大学卒業。
1980年、同大学院博士前期課程修了。
1986年から1年間、
文化庁芸術家在外研修員として
マリオ・ボッタ事務所（スイス）に在籍。
近畿大学助教授を経て、
1994年、早稲田大学助教授、NASCA設立。
1997年から現職。
主な作品：
アンパンマンミュージアム［1996］、
詩とメルヘン絵本館［1998］、
早稲田大学會津八一記念博物館［1998］、
ZIG HOUSE／ZAG HOUSE［2001］、
近藤内科病院［2002］、
神流町中里合同庁舎［2003］、
茅野市民館［2005］、
高崎市立桜山小学校［2009］、
小布施町立図書館「まちとしょテラソ」［2009］、
早稲田大学理工カフェ［2009］など。

対談する長谷川氏（右）と古谷氏

special feature 1
special feature 2

special feature 3
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1998 茨城県営滑川アパート［茨城］  

「SD」1995.11｜「FISURAS」1998｜「日経」1998.4.5／

1998.5.18｜「新建」1998.6｜「建築画報」1998.11

	 倉橋町まちづくりセンター［広島］  

「新建」1995.6／1999.8

	 新潟市民芸術文化会館［新潟］  

「文化」1993.5｜「新建」1993.5／1995.8／1999.1／1999.5／

2003.8｜「AERA」1993.9.7｜「雑誌」1994.3｜「日本経済新

聞」1994.6.28｜「SD」1994.12／1995.11｜「JA」1995.3／

2000.1／2007春｜「日経デザイン」1996.4｜「KAJIMA」

1998.1｜「日経」1998.2.23／1998.12.14／1999.4.5／

2001.12.10｜「GLASS」1998 QUARTER3／1998 

QUARTER4｜「公共建築ニュース」1998.12｜「近代」1999.1

｜「技術」1999.1／1999.2｜「建築ジャーナル」1999.1｜

「JAPAN」1999.1｜「ステンレス建築」1999.4｜「architectural 

record」1999.5｜「生涯学習空間」1999.7｜「ディテール」

1999.10／2000.1｜「City & life」1999.12｜「CREE」2000.1

｜「de ARCHITECT」2000.4｜「ARCHITECTURE 

mediterraneenne」2000.12｜「ARKKITEHTI」2001.2｜

「a＋u」2001.4｜「Architecture ＆ Wohnen」2001.6｜「音響

技術」2002.3｜「THEATER」2003.3｜「Esquire」2003.12｜

「JATET」2004.3｜「KIZUKU 築」2004.11｜

「ARCHITECTURE DETAIL」2005｜「週刊文春」2005.5.19

	 ふれあいエスプ塩竈［宮城］  

「日経」1999.7.12｜「文化」1999.8｜「新建」1999.8

2000 ◎青森美術館コンペ［青森］  

「新建」2000.3

2001	 オレンジフラット2［宮城］  

「住特」2001.10

	 宝塚ガーデンヴィレッジ［兵庫］  

「新建」1998.6｜「memo」2000.11｜「男の部屋」2001.11

 月見の里学遊館［静岡］  

「JAPAN」1999.9｜「建設DATA」2000.4｜「新建」2001.4｜

「文化」2001.5｜「技術」2001.6｜「Review」2001.11

 小豆島の住宅［香川］  

「住特」2001.10

 Y・Sハウス［香川］  

「住特」2001.10｜「新建」2002.2｜「日経」2002.2.18

2002	 台湾総督府広場［台湾］  

「Dialogue 建築」2001.9

	 ◎パチンコサーカス［愛知］  

「新建」2001.11｜「Amusement Japan」2002.3｜「商店建

築」2002.4／2003.12｜「CASA BRUTUS」2002.5｜「文化」

2002.6｜「Review」2003.5

 SNハウス［東京］  

「住特」2001.10｜「技術」2003.2｜「新建」2003.4｜

「BRUTUS」2003.5.15｜「PEN」2003.6｜「日経」2003.9.1

 沼津中央高等学校［静岡］  

「新建」2003.6｜「近代」2003.9｜「建築防災」2003.12

	 white trash［東京］  

「室内」2002.12｜「CASA BRUTUS」2003.1｜「新建」

2003.1｜「商店建築」2003.3｜「FRAME」2003.4

2004 静岡大成中学校・高等学校［静岡］  

「ecoms」2005.2｜「新建」2005.3｜「日経」2005.5.6／

2006.3.20｜「ディテール」2005.7｜「Architecture Asia 

issue」2006.9｜「JA」2006冬｜「季刊文教施設」2007夏

 T─HOUSE［三重］  

「新建」2005.3

	 品川の住宅［東京］  

「建築知識」2005.8｜「住特」2005.9

 本陣市営住宅・太田行政センター［群馬］  

「新建」2005.6

2006 珠洲市多目的ホール［石川］  

「新建」2005.3／2006.9｜「日経」2006.10.9｜「技術」

2006.11｜「ミセス」2007.12｜「ART BOX」2009

2008 T-FLAT［愛媛］  

「住特」2008.6｜「日経」2008.10.13

	 テクノプラザおおた［群馬］  

「新建」2008.4｜「日経」2008.6.9

	 四の坂［東京］  

「ARCHITECTURE & DESIGN」2009.8｜「新建」2009.8

進行中 イッシー市都市再編成［フランス］  

「新建」2009.5｜「日経」2009.5.11

2007.10

1990 コナヴィレッジ［兵庫］  

「日経」1990.5.28｜「文化」1990.6／1991.5｜「住特」1990.6｜

「do─well」1991｜「CREE」1991.1｜「a＋u」1995.5｜「別冊カ

ーサウエスト」2000.1｜「男の部屋」2001.11

 湘南台文化センター［神奈川］  

「日経」1986.4.21／1987.8.24／1989.8.21／1990.8.13／

1990.12.24／1992.1.20｜「都住」1986.12｜「新建」1987.9／

1989.9／1991.1／1993（別冊）｜「週刊文春」1988.12.22／

1991.5.16｜「AA FILES」1989春｜「建築知識」1989.5｜「室

内」1989.5／1990.8／1991.1｜「JAPAN LANDSCAPE」

1989.5｜「BRUTUS」1989.6.1｜「週刊読売」1989.7.16｜「家

庭画報」1989.9｜「文化」1989.9／1991.1／1993.1｜「Mode 

et MODE」1989.9｜「デザインの現場」1989.10｜「JA」

1989.11─12／1992.11｜「WOHNEN」1990｜「Sea─U」

1990.2／1990.10｜「NC JOURNAL」1990春｜「DOC」

1990.4／1992.4｜「アサヒグラフ」1990.8｜「太陽」1990.8｜

「Review」1990.8｜「AJ」1990.9｜「朝日ジャーナル」1990.9｜

「ing」1990.9｜「流行通信」1990.9｜「l'ARCA」1990.10｜「遊

宇宙」1990.10｜「DESIGN JOURNAL」1990.11─12｜

「TOWN & HOME」1990.12｜「A＆V」1991｜「SD」1991.1／

1995.11｜「CREE」1991.1｜「月刊アサヒ」1991.1｜「日経トレン

ディ」1991.1｜「JAPAN AVENUE」1991.2─3｜「Artet 

Architecture」1991.5｜「WAVE」1991夏｜「LANDSCAPE 

ARCHITECTURE」1991.7｜「雑誌」1991.8／1991.10／

1994.3｜「NEWS」1991.8｜「SPACE MODULATOR」

1991.9｜「JATET」1991.12｜「科学朝日」1992.2｜「鉄鋼技

術」1992.5｜「現代日本のランドスケープ」1992.7｜「AERA」

1993.2.2｜「HAUSER」1993.4｜「公共建築ニュース」

1993.12｜「場の変様 ギャラリー間」1995｜「a＋u」1995.5｜

「ARCHITEKTON」1997.11

 S.T.Mハウス［東京］  

「室内」1992.1｜「新建」1992.2｜「デザインの現場」1992.2｜

「日経」1992.2.17｜「文化」1992.4／1993.1｜「THEORY 

EXPERIMENTATION」1992.6｜「architectural record」

1993.3｜「a＋u」1995.5｜「SD」1995.11｜「MONUMENT」

1997.10｜「FISURAS」1998｜「Living Design」2002.5─6

1993	 ◎岩木山プロジェクト［青森］  

「JA」1993.7｜「SD」1995.11

1994 氷見市仏生寺小学校［富山］  

「l'ARCA」1993.1｜「文化」1993.1｜「新建」1994.11

 氷見市海浜植物園［富山］  

「JA」1995.3｜「SD」1995.11｜「新建」1996.7｜「日経」

1996.7.1／1997.2.17｜「l'ARCA」1997.4

	 大島町絵本館［富山］  

「文化」1993.1／1994.11｜「日経」1994.10.10／1995.11.20｜

「JAPAN」1994.11｜「室内」1994.11｜「新建」1994.11｜「JA」

1995.1｜「SD」1995.11｜「Review」1997.12

	 ◎カーディフ・ベイ・オペラ・ハウス・コンペ［イギリス］  

「JAPAN」1995.1｜「BUILDING DESIGN」1995.1.20｜

「JA」1995.3｜「コンペ＆コンテスト」1995.7｜「SD」1995.11

	 すみだ生涯学習センター［東京］  

「DOC」1992.4｜「JA」1992.9／1995.3／1995.4｜「文化」

1993.1｜「日経」1994.4.11／1994.4.25／1994.12.19｜「住

特」1994.7｜「JAPAN」1995.1｜「新建」1995.1｜「近代」

1995.2｜「Bauwelt」1995.2｜「PROOF」1995.4｜

「Review」1995.9｜「WINDS」1995.10｜「ディテール」

1995.10｜「DESIGN」1995.11｜「SD」1995.11｜

「MONUMENT」1997.10｜「FISURAS」1998｜「City & life」

1999.12｜「CASA BRUTUS」2000夏

1995 山梨フルーツミュージアム［山梨］  

「文化」1993.1｜「ARUP Bulletin」1993.3｜「New Steel 

Construction」1993.6｜「JA」1995.3／1996冬｜「新建」

1995.4／1996.1｜「BUILDING DESIGN」1995.8.27｜

「SD」1995.11｜「日経」1996.1.1／1997.2.17｜「Review」

1996.3｜「l'ARCA」1997.4｜「MONUMENT」1997.10｜「ア

サヒグラフ」1998.1.16｜「ディテール」1998春｜「ARKKITEHTI」

2001.2｜「PASAJES」2001.11｜「Lotus」2002.3｜「CASA 

BRUTUS」2002.4／2007.3｜「oris」2004.9

1996	 氷見市海峰小学校［富山］  

「SD」1995.11｜「DOC」1996.4｜「JAPAN」1997.11｜「新

建」1997.11｜「日経」1997.11.3／1998.2.16

1997 ミウラート・ヴィレッジ［愛媛］  

「新建」1998.5｜「第2回松山市都市景観賞」1999

作品および計画［竣工・計画年／作品名／所在地／掲載誌］
［◇］は現存せず｜［◎］は計画案

1972	 焼津の住宅1［静岡］  

「新建」1972.8｜「JA」1972.12｜「都住」1976冬

1975	 鴨居の住宅［神奈川］  

「インテリア」1976.2｜「新建」1976.2｜「都住」1976冬／

1985.1｜「HOUSE」1978.10｜「SD」1985.4

	 緑ヶ丘の住宅［東京］  

「新建」1976.9｜「インテリア」1977.6｜「都住」1978.5｜

「HOUSE」1978.10｜「DIAMOND BOX」1983.4

1977	 柿生の住宅［神奈川］  

「インテリア」1977.6｜「新建」1977.8｜「HOUSE」1978.10

	 焼津の住宅2［静岡］  

「インテリア」1977.6｜「新建」1977.6｜「JA」1977.12｜「文化」

1978.6｜「HOUSE」1978.10｜「SD」1985.4

1978	 焼津の文房具屋［静岡］  

「インテリア」1977.6｜「文化」1978.6／1980.2｜「新建」

1978.6｜「JA」1978.9｜「SD」1985.4

1979 ◇徳丸小児科［愛媛］  

「インテリア」1979.10｜「文化」1979.10｜「新建」1979.10｜

「AIA JOURNAL」1979.11｜「JA」1979.12｜「メディカルニュ

ース」1983.1｜「SD」1985.4

1980 松山・桑原の住宅［愛媛］  

「新建」1981.3｜「JA」1981.6｜「SD」1981.7／1985.4｜

「PROGRESSIVE ARCHITECTURE」1983.7｜「de 

ARCHITECT」1984.7─8｜「都住」1986.3｜「GARDEN 

BAZAAR」1986.4─5｜「DESIGN」1991｜「建設ジャーナル」

1992.9｜「家庭画報」2000.10｜「建築知識」2005.6

1982 AONOビル［愛媛］  

「インテリア」1983.1｜「文化」1983.1｜「HOUSE」1983.7｜

「ARCHITECTURE」1983.8｜「SD」1985.4｜「GARDEN 

BAZAAR」1986.4─5｜「L'Architecture d'Aujouldhui」

1986.4─5

1984	 ◇眉山ホール［静岡］  

「JA」1984.4／1985.7｜「インテリア」1985.3｜「文化」1985.3

｜「新建」1985.3｜「SD」1985.4｜「L'Architecture 

d'Aujouldhui」1985.6｜「室内」1985.8｜「デザインの現場」

1985.11｜「ZOOM」1986.6｜「雑誌」1986.8｜「Review」

1986.8｜「VOICE」1986.11｜「techniques ＆ 

ARCHITECTURE」1987.1｜「ARCHITECTURE ＆ C IE」

1988.1｜「DESIGN」1991

 池袋の住宅［東京］  

「都市に棲む」1985｜「インテリア」1985.3｜「SD」1985.4

1985	 BYハウス［東京］  

「SD」1985.4｜「新建」1985.8｜「商店建築」1985.12｜「JA」

1986.1｜「GLASS ARCHITECTURE」1994.6

1986 熊本の住宅［熊本］  

「HOUSE」1986.9｜「icon」1987.1｜「文化」1987.1｜「住特」

1987.1｜「JA」1987.4｜「DESIGN」1991

 練馬の住宅［東京］  

「HOUSE」1986.9｜「文化」1986.9｜「住特」1986.9｜「室内」

1986.10｜「CREE」1986.10─11｜「JA」1986.11─12｜「都

住」1986.12｜「techniques ＆ ARCHITECTURE」1987.1｜

「WOHNEN」1987.5｜「DESIGN」1991｜「SD」1995.11

 富ケ谷のアトリエ［東京］  

「CREE」1986.10─11｜「icon」1986.11｜「文化」1986.11｜

「JA」1986.11─12｜「新建」1986.11｜「日経」1986.11.16｜

「techniques ＆ ARCHITECTURE」1987.1｜「PROOF」

1987.2｜「a＋u」1995.5｜「SD」1995.11

1987 東玉川の住宅［東京］  

「太陽」1987.6｜「icon」1987.7｜「文化」1987.8／1987.12／

1988.5｜「住特」1987.8｜「JA」1987.10｜「Review」

1987.11｜「ARCHITECTURE ＆ C IE」1988.1

1989 世界デザイン博覧会インテリア館［愛知］  

「日経」1989.8.21｜「室内」1989.9｜「新建」1989.9｜「JA」

1989.11─12｜「WOHNEN」1990｜「DOC」1990.4｜

「DESIGN」1991｜「a＋u」1995.5｜「SD」1995.11

 不知火病院“海の病棟”［福岡］  

「文化」1990.4／2001.5｜「新建」1990.4｜「日経」1990.4.2｜

「DESIGN」1991｜「病院建築」1991夏｜「SD」1995.11｜

「JAMIC JOURNAL」1996.7｜「HOSPITAL 

DEVELOPMENT」1997.9｜「医療福祉建築（病院建築）」

りびんぐ」1988.5

̶ 〈第２の自然〉としての建築／〈第2の自然〉を共有する｜「新建」1989.2

̶ 病院…その快適性は独自の日本文化に基づく建築環境から生まれる｜

「WORKS 7」1989春

̶ 第二の自然としての建築｜「文化」1989.9

̶ 〈第2の自然〉を共有する／重層する光の庭園｜「新建」1989.9

̶ 建築は野原を超えられるか｜「遊宇宙」1990.10

̶ 自然と都市が共存する第二の自然としての建築｜「TOWN & 

HOME」1990.12

̶ ARCHITECTURE AS ANOTHER NATURE｜「DESIGN」1991

̶ 対談：建築の公共性・社会性─湘南台文化センターをめぐって（長谷川

逸子×多木浩二）｜「SD」1991.1

̶ 柔らかな建築｜「月刊アサヒ」1991.1

̶ 湘南台文化センターの完成を迎えて｜「文化」1991.1

̶ 対談：湘南台文化センターの意義について（長谷川逸子×葉山峻）／集

団心象としての建築｜「SPACE MODULATOR」1991.3

̶ 自然環境とともにある建築｜「病院建築」1991夏

̶ 建築のラストシーン（視点・私点・支点）｜「雑誌」1991.8

̶ 月と原っぱとせせらぎ｜「都市の顔まちの形」1992

̶ 座談会：コミュニケーションと建築（長谷川逸子×ヴィム・ヴェンダース×

川本三郎）｜「コミュニケーションと建築」1992.2

̶ 内藤礼の試み 地上にひとつの場所を｜「住特」1992.3

̶ A Search for New Concepts through Filtering my life in 

Tokyo｜「THEORY EXPERIMENTATION」1992.6

̶ コミュニケーションが開く建築｜「文化」1993.1

̶ 新しい都市生活／快適な都市環境｜「HOUSE & LOAN」1993.8

̶ パブリックホールのあり方を求めて｜「雑誌」1994.3

̶ ポップな理性で建築を｜「現代」1994.5

̶ 視点：21世紀のミュージアムとは｜「日経」199４．６．６

̶ 公共建築の原点を探る｜「新都市ジャーナル」1994.8.15

̶ 鼎談：関係性をデザインする（長谷川逸子×坂本一成×松永安光 ）｜

「新建」1994.10

̶ ［場］の可能性｜「JAPAN」1994.11

̶ 許容と誘発の〈場〉／突然変異の新・自然風景｜「新建」1994.11

̶ 対談：ソフトとハードの間に─すみだ生涯学習センターを巡って（長谷川

逸子×今野裕一）｜「新建」1995.1

̶ 公共建築とコンペティション／視線の交差と自由な交流がつくるパフォー

マンス／信濃川の原風景を求めて／精神、社会のエコロジーを表現する

詩的装置として／風をはらむシェルター／環境としての海浜空間 氷見市

海浜植物園／オペラ・シップ／浮遊するランドスケープ｜「JA」1995.3

̶ 座談会：未来に建築を開いていく（長谷川逸子×今野裕一×畑祥雄）｜

「新建」1995.4

̶ 対談：「場」の中に立ち上がる建築 （長谷川逸子×比嘉武彦）｜「新

建」1995.8

̶ 世界に開く建築を求めて／メディア工房の提案 開かれたコミュニケーショ

ン／氷見の建築文化／住宅建築をつくり続けたい／対談：形式としての建

築から公共としての建築へ（長谷川逸子×多木浩二）｜「SD」1995.11

̶ 対談：大島町絵本館（長谷川逸子×細野透）｜「日経」1995.11.20

̶ 開かれた公共建築を目指して｜「月刊市政」1955.12

̶ コミュニケーションの装置としての建築｜「新建」1996.1

̶ Built─in Microphone 建築はソフトである｜「公共建築 」1997.10

̶ 長谷川逸子論 プレゼンス・オブ・ハセガワ｜「建築思潮」1997.11

̶ コミュニケーションが開く建築シーン｜「東西アスファルト事業協同組合

HP」1998

̶ FEMININE APPROACH TO THE ARCHITECTURAL 

SCENE｜「FISURAS」1998

̶ 建築が担う社会的プログラムの空虚｜「新建」1998.6

̶ テクノロジカルな幔幕と浮遊する原っぱ｜「近代」1999.1

̶ 「公共」とはみなが楽しむもの｜「建築ジャーナル」1999.1

̶ 群島システムあるいは都市の編集｜「JAPAN」1999.1

̶ 浮遊するパブリックスペース｜「新建」1999.1

̶ スチール建築の可能性｜「鉄構技術」1999.1

̶ アイランド・ホッピング IsIands Hopping｜「技術」1999.2

̶ 作るより使われる側の論理で建築を考える｜「JAPAN」1999.9

̶ 座談会：都市と公共性─公共空間が秘める都市再生の可能性（長谷

川逸子×竹村真一×若林幹夫）｜「City ＆ life」1999.12

̶ 対談：健全な構造が生む「がらんどう」の美（長谷川逸子×アラン・バーデ

ン）｜「文化」2000.12

̶ 公共建築と緑化・都市の再編集｜「建築士」2001.3

̶ 持続する豊かさを求めて｜「住宅 日本住宅協会」2001.8

̶ 台湾的空隙｜「TAIWAN ARCHITECT 建築師」2001.9

̶ ガラスブロックのスクリーン／浮遊するヴォイド／過密と開放／座談会：公

共建築から住宅に戻って 「がらんどう」から境界の拡散へ（長谷川逸子×

森田修司×今村創平×町田敦）｜「住特」2001.10

̶ まちづくり・歩行空間の再考｜「再開発コーディネーター」2002

̶ 特別提言 今、「うち」と「そと」の境界線上で｜「21世紀を住む」2002.2

̶ 公共建築の評価に思う｜「公共建築」2002.10

̶ 個の集まりとしてのSNハウス｜「技術」2003.2

̶ U─35をめぐる６つのインタビュー 肩ひじ張らぬ自然体に期待｜「文化」

2003.6

̶ Architecture as Environment ─ Greenery, Water and Light

｜「Japan Spotlight」2004.5─6

̶ 立体的なアーキペラゴ｜「近代」2004.7

主な受賞

1986 日本建築学会賞作品賞／眉山ホール｜日本文化デザイン賞／一

連の住宅建築

1990 エイボン芸術賞／藤沢市 湘南台文化センターのプログラム

1992 BCS賞／藤沢市 湘南台文化センター｜病院建築賞／不知火スト

レスケアセンター

1993 学校建築賞／氷見市仏生寺小学校

1998 第7回ブエノスアイレス国際建築ビエンナーレ国際大賞

2000 1999年度（第56回）日本芸術院賞／新潟市民芸術文化会館及

び周辺ランドスケープ｜第12回ベオグラード・トリエンナーレ 

GOLD HONOURBLE MENTIONS（金賞）｜第7回公共建

築賞／大島町絵本館

2001 BCS賞／新潟市民芸術文化会館及び白山公園｜全日本建設技

術協会賞／新潟市民芸術文化会館

2004 静岡県都市景観賞／月見の里学遊館｜第９回公共建築賞／新潟

市民芸術文化会館

2005 男女共同参画社会づくり功労者内閣総理大臣表彰

2008 BCS賞／珠洲市多目的ホール

主な著書
［書名／出版社／出版年］

─ 『住民時代』吉阪隆正氏との対談｜新建築社｜1979

─ 『長谷川逸子の全作品／SD1985.4』｜鹿島出版会｜1985

─ 『Architectural Monograph No.31／Itsuko Hasegawa』｜

Academy Editions（イギリス）｜1993

─ 『長谷川逸子 1985─1995／SD1995.11』｜鹿島出版会｜1995

─ 『長谷川逸子 1985─1995／現代の建築家』｜鹿島出版会｜1997

─ 『Itsuko Hasegawa』｜Birkhauser Verlag（スイス）｜1997

─ 『The Master Architect Series／Itsuko Hasegawa』｜Images 

Publishing（オーストラリア）｜1997

─ 『世界の建築家シリーズ１０選／長谷川逸子』｜メイセイ出版｜1997

─ 『New Wave of Waterfront Process City』｜新建築社｜1998

─ 『生活の装置』｜住まいの図書館出版局｜1999

─ 『Island Hopping』｜NAi オランダ建築博物館｜2001

─ 『Itsuko Hasegawa』（住区特別号）｜Community Design 中国建

築出版｜2002

─ 『長谷川逸子／ガランドウと原っぱのディテール』｜彰国社ディテール別

冊｜2003

─ 『Landscape architecture─Salzburg International Summer 

Academy─Architecture Class 2004 Itsuko Hasegawa』｜

International Summer Academy in Salzburg（ドイツ）｜2004

─ 『長谷川逸子・デザインスタジオ2004』｜関東学院大学出版会｜2006

主な論文・記事
［タイトル／掲載紙／掲載年］

̶ 長い距離｜「新建」1972.8｜｜英訳：A Long Distance｜「JA」

1972.12

̶ 無題／1972─75住宅建築の形式的構造の演習〈5つの住宅建築の

計画〉｜「都住」1976冬

̶ 建築の構成について─Memorandomにかえて｜「文化」1978.6

̶ 都市への埋め込み作業｜「新建」1978.6

̶ COMPLEXTY｜「インテリア」1979.10

̶ ひとつの形式から複数の形式へ｜「文化」1979.10

̶ 複合化した構成／非装飾が装飾化する可能性を開始する｜「新建」

1979.10

̶ 長谷川逸子さんと作品「鴨居の家」｜「INOUI LADY」1980

̶ 建築の現場｜「新建」1981.3

̶ 自然法則に従うとき消去する空間｜「a＋u」1984.4

̶ 平面をめぐるディスクール特集 長谷川逸子インタビュー｜「都住」1984.5

̶ Poetic Machine｜「新建」1985.3

̶ 複合体としての建築｜「デザインの現場」1985.11

̶ インタビュー：「住む」建築と都市における自然の構築（長谷川逸子×植

田実）｜「ぱうす」1986

̶ 対談：元気印の女たち9─筑紫哲也のキラキラ対談─長谷川逸子｜

「朝日ジャーナル」1986.3

̶ 新しい自然環境をめざして｜「新建」1986.4

̶ 〈都市化した樹木と森林に溶け出した建築〉／ＵＲＢＡＮ ＮＥＷ ＳＰｌＲＩＴ／自

然のアナロジカルな記号群／海に向かって立っている｜「文化」1987.1

̶ レクチュア3 長谷川逸子｜「住宅ポストモダン」1987.3

̶ 座談会：マテリアルについて考えること（長谷川逸子×植田実×倉俣史

朗）｜「AXIS」1987.4

̶ 柔らかな思想、柔らかな建築 視点｜「住特」1987.9

̶ L'URBANISME ET LA MACHINE POÉTIQUE／UNE 

ARCHITECTURE OUVERTE｜「ARCHITECTURE & C IE」

1988.1

̶ 対談：第３の視点 自然と人工の融合（長谷川逸子×柏木博）｜「ぐっど

̶ A POETIC MACHINE FOR SOCIAL AND 

PSYCHOLOGICAL ECOLOGY｜「oris」2004.9

̶ 立体的なアーキペラゴ／正方形の連続による多様な場／もっと輝ける場

へ パブリック・スペース｜「新建」2005.3

̶ 対談：矛盾することを共生させたい（長谷川逸子×北川原温）｜「ブレー

ン」2005.1

̶ ランドスケープアーキテクチャーから考える水上の住まい｜「Front」2006.5

̶ まちづくりを見据えた設計プロセス｜「技術」2006.11

̶ 建築集 対話から開く建築｜「建築ジャーナル」2006.12

̶ 日本の高い技術がつくる表層建築への批判を聞く ケネス・ブラウン賞を

審査して｜「新建」2007.6

̶ コミュニケーションを通して立ち上げる／生徒の活動を支える空間の濃淡

｜「季刊 文教施設」2007夏

̶ 海外で起こったこと、思ったこと｜「カサベラ」2008.11

主な関連記事
［タイトル／執筆／掲載紙／掲載年］

̶ 多様さと単純さ｜多木浩二｜「インテリア」1977.6

̶ 実体と虚構のあいだ｜多木浩二｜「文化」1978.6

̶ 身体を喪ったディオニソス─3つの新作＋1をめぐって｜八束はじめ｜

「新建」1978.6

̶ 長谷川逸子の近作をめぐって｜菊地誠｜「新建」1981.3

̶ 記憶の投影｜松永安光｜「インテリア」1983.1

̶ 長谷川さんの松山の仕事を見て｜西沢文隆｜「文化」1983.1

̶ 裸形の筋交｜難波和彦｜「都住」1985.1

̶ ザッハリッヒなアール・デコ─長谷川逸子の近作について｜松永安光｜

「文化」1985.3

̶ 複数の手法・複数の表現─長谷川逸子の小住宅群｜鈴木博之｜｜テ

クノロジカルな風景｜八束はじめ｜｜多様さと単純さ／実体と虚構のあい

だ｜多木浩二｜｜松山・桑原の住宅ほか｜菊池誠｜｜記憶の投影｜松

永安光｜「SD」1985.4

̶ A LA RECHERCHE DE L'ESPACE PERDU｜Kazutoshi 

Morita｜「L'Architecture d'Aujourdhui」1985.6

̶ 86年は将来記憶さるべき年となるだろう｜竹山聖｜「都住」1986.12

̶ 長谷川スタイルの魅力｜多木浩二｜｜SPIRITUAL 

PHENOMENON｜山下秀之｜「文化」1987.1

̶ 『第2の自然としての建築』「空中庭園」長谷川逸子展｜宇野求｜「住

特」1989.6

̶ 世代的方法の昇華のマイルストーン｜石井和紘｜「文化」1989.9

̶ デザインの一貫性とプロフェッショナリズム｜ピーター・クック｜「新建」

1989.9

̶ 都市の中に隆起した“空中庭園”『湘南台文化センター』｜山口勝弘｜

「MODE et MODE」1989.9

̶ 羽衣をまとった建築｜鈴木隆之｜「文化」1990.6

̶ CULTURAL CENTER SHONANDAI, JAPAN｜Peter Cook｜

「Review」1990.8

̶ 劇場建築新時代｜太田省吾｜「アサヒグラフ」1990.8

̶ 設計の審査｜清家清｜｜市民シアターオープンに寄せて｜葉山竣｜｜日

常のハレ｜松葉一清｜「文化」1991.1

̶ 行き止まりのない循環系の構造化｜東孝光｜｜まだ体験されていない自

然の姿｜植田実｜｜座談会：「使用する＝行為」による批評（太田省吾×

多木浩二×山崎泰孝）｜「SPACE MODULATOR」1991.3

̶ 藤沢市〈市民シアター〉の可能性｜太田省吾｜「JATET」1991.12

̶ 藤沢市湘南台文化センター｜松葉一清｜「科学朝日」1992.2

̶ 出来事としての建築 長谷川逸子の対話的プログラム｜多木浩二｜

「文化」1993.1

̶ 公共建築の新時代と新しいモダニズムの生命力の予感｜岡河貢｜｜解

放と発見｜クリスティン・ホーレイ｜｜アクティビティを喚起する等身大の公

共建築｜小嶋一浩｜｜進化し続ける才能｜ピーター・クック｜｜インクルー

シブ・マインド｜比嘉武彦｜「SD」1995.11

̶ Hasegawa's dynamic design bears fruit｜David N. Buck｜

「THE JAPAN TIMES」1997.9.27

̶ Niigata Performing Arts center｜Naomi R. Pollock, AIA｜

「architectural record」1999.5

̶ 私の選んだショット｜植田実｜「SD」1999.9

̶ Un monde flottant Centre de performances artistiques｜

Sylvie Chirat｜「CREE」2000.1

̶ 浮島｜石堂威｜「a＋u」2001.4

̶ Itsuko Hasegawa e il nuovo paradigma｜Franca Bossalino

｜「Metamorfosi」2005

̶ 新連載 建築家が建てた幸福な家 第1回 長谷川逸子の「桑原の住

宅」｜松井晴子｜「建築知識」2005.6

̶ 「雲」─非建築的なるもの｜工藤宏仁｜「技術」2006.11

̶ 妹の力／対の空間…長谷川逸子｜中谷礼仁｜「住特」2007.11

掲載誌凡例
「近代」→近代建築 「技術」→建築技術 「雑誌」→建築雑誌
「文化」→建築文化 「住特」→住宅特集 「新建」→新建築
「都住」→都市住宅 「日経」→日経アーキテクチュア 
「JA」→the Japan architect  「JAPAN」→GA JAPAN
「DOC」→GA DOCUMENT 「HOUSE」→GA HOUSES
「DESIGN」→ARCHITECTURAL DESIGN
「Review」→The Architectural Review
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special feature 2
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